
平成２３年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について

③取り組
みの課題

ホームページや議会だよりの内容につ
いては、分かりやすい内容とし、発行
形態（紙面のサイズをＡ４版化）につ
いては今後も検討を要します。

④今後の
改善計画

議会広報広聴特別委員会において、
ホームページの改良及び紙面のサイズ
や内容について検討を行う。

①今年度
(H23)の
改善計画

②今年度
(H23)に
実施した
取り組み

①議会ホームページの充実について
②発行形態（紙面のサイズをＡ４版
化）について検討する

①ホームページについては、NTTATと共
同でCMSの改良点について協議中です。
②発行形態については、今後も継続し
協議してていく必要がある。

Ｂ　達成できなかった

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　要　改　善　（事業は継続するが、更なる改善が必要）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

Ａ　必要性が高まる
と考えられる

Ａ　市が担うべき

有効性

1.00

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

平成23年度

7,630,000 7,402,000 7,576,000

1.00

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

7,630,000 7,402,000 7,576,000

・より分かりやすい紙面づくりのた
めに、他市の広報を研究をする必要
があるほか、専門的知見等も積極的
に活用していく必要があるとの意見
が委員の中から出ている。
・市民の意見を基に、用語解説を導
入したり、である調からですます調
へ変更した他、すぐに変更できない
内容については現在も協議中であ
る。

平成21年度 平成22年度

1.00

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

議会だより発行部数 57,700 57,700 57,700 部 →→

名　　称 平成21年度 平成22年度 平成23年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

・市民
・議員
・職員

意図
事業
目的

対象

年４回（５月・８月・１１月・２月の各１５日）流山市議会だよりを、新聞折込みにて発行
する。

・昭和５２年１１月６日流山議会だより創刊号の発刊
・平成１９年度議会だより発行部数：５７，５００部
・平成２０年度～２２年度議会だより発行部数：５７，７００部
・新聞未購読者への議会だより郵送分　Ｈ２０：１，１９７人・Ｈ２１：１，２６５人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ２２：１，２８９人・Ｈ２３：１，３５７人

議会だよりの記事の内容を充実し、市民に親しみやすい紙
面作りに努める。

主管課長福留　克志地方分権・広域行政への取組

会計 小事大事目項
事業名

政　策
施　策

06

6-3

議会広報充実事業

公・民パ－トナ－シップによる構想実現と効率的、効果的行財政運営（行政の充実） 主管課 議会事務局

事務事業の総ｺｽﾄ(a=b+c)

事務事業のコスト

③

④

指標

①

②

人役・嘱託(人)

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

うち一般財源

 事業費（ｂ）（円）

 職員給与費(ｃ)(円)

人役・再任用(人)

人役・臨職(人)

人役・職員(人)
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